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新
規
就
農
者
激
励
会

新
規
就
農
者
激
励
会

令
和
７
年
度
農
業
後
継
者

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
二
名
の
門
出
を
祝
う

ら
十
二
月
迄
に
就
農
及
び
令
和
七

年
三
月
に
新
規
学
卒
者
で
就
農
さ

れ
た
方
を
対
象
に
当
日
は
二
名
の

方
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
高
橋

代
表
理
事
組
合
長
よ
り
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
上
士
幌
町
佐
藤
副
町
長
、

農
業
委
員
会
高
木
会
長
か
ら
対
象

萩
ケ
岡

　

・
白　

石　

陸　

人

�

（
青
山　

智
哲
）

北　

門

　

・
石　

川　

璃　

空

�

（
石
川　

貴
彦
）

者
へ
激
励
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
続

い
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
四
連
・
全
共

連
連
名
に
よ
る
激
励
状
と
記
念
品

が
高
橋
代
表
理
事
組
合
長
よ
り
贈

呈
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
新
規
就
農

者
か
ら
の
挨
拶
が
行
わ
れ
「
一
人

の
農
業
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

上
士
幌
町
農
業
に
大
き
く
貢
献
で

き
る
様
に
様
々
な
技
術
習
得
に
励

み
立
派
な
農
業
経
営
を
行
っ
て
い

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」

と
決
意
を
述
べ
た
。
最
後
に
記
念

高橋組合長挨拶高橋組合長挨拶

激励状贈呈　白石　陸人さん激励状贈呈　白石　陸人さん

激励状贈呈　石川　璃空さん激励状贈呈　石川　璃空さん

石川　璃空さん挨拶石川　璃空さん挨拶 白石　陸人さん挨拶白石　陸人さん挨拶

新
規
就
農
者

　

新
た
に
農
業
後
継

者
及
び
新
規
就
農
さ

れ
た
方
々
を
対
象
に

例
年
行
わ
れ
て
い
る

新
規
就
農
者
激
励
会

が
六
月
十
六
日
、「
金

亀
亭
」
に
て
開
催
さ

れ
た
。
昨
年
一
月
か

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
語
り
合
う
場

面
が
見
ら
れ
た
。

撮
影
を
行
い
、
会

食
で
は
こ
れ
か
ら

の
農
業
経
営
や
農

業
に
対
す
る
思
い
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第54回　十勝総合畜産共進会　出品畜入賞結果 開催日　令和７年７月10日・11日

　第54回十勝総合畜産共進会が十勝農協連主催で７月10日～11日に音更町の十勝農協連家畜共進会会場で

開催された。

　本町からも丹精込めて育てられた肉用牛五頭・種馬三頭が選抜された。

　審査員は、（一社）北海道酪農畜産協会家畜登録改良部部長岸大輔氏と、（公社）日本馬事協会業務部次

長山下大輔氏が行い、手際良く優秀家畜をピックアップしていた。

　結果、本町の出品牛では第24部に出品した（同）ＦＵＦの「ちゃも」が優等賞４席、第25部に出品した「さ

んまるこ２」が優等賞２席で全道共進会の出場資格を獲得した。

十勝総合畜産共進会十勝総合畜産共進会第54回

25部　優等賞２席25部　優等賞２席
（同）ＦＵＦ　出品牛　さんまるこ２（同）ＦＵＦ　出品牛　さんまるこ２

町内出品馬の審査風景町内出品馬の審査風景

本
町
出
品
牛

順　　位 部 門 名　　号 生年月日 父・母・母の父 出　品　者

１－１ 25 ゆ み の Ｒ６.８.７ 福勝鶴・たかおっく
貴隼桜 ㈲遠山農場

２ 26 ぎ り し ゃ Ｒ６.５.30 北美津久・ろまお
百合茂 ㈲遠山農場

優－４ 24 ち ゃ も Ｒ３.４.28 知恵久・ちゃもろ
勝早桜５ （同）ＦＵＦ

優－２ 25 さんまるこ２ Ｒ６.８.11 福勝鶴・べねちあ
安福久 （同）ＦＵＦ

１－５ 26 つ る ぼ し Ｒ６.５.25 福之鶴・みつぼし
勝忠平 （同）ＦＵＦ

審
査
員
特
別
賞

順　　位 部 門 名　　号 生年月日 父・母・母の父 出　品　者

乳 徴 25 ふ く か ね Ｒ６.７.21 福勝鶴・きおみ21
安福久

士幌町
小野　翔太

種 牛 性 23

い ち え Ｒ５.３.24 北美津久・うめの
梅栄福

十勝池田町
武田　大治

ひ お り Ｒ５.３.11 北美津久・さきな
勝早桜５

十勝池田町
武田　大治

す み れ ２ Ｒ４.４.23 英貞・すみれ
隆之国

十勝池田町
多田　将平

本
町
出
品
牛

順　位 部門 名　　号 品種 毛色 性別 生年月日 父・母 出　品　者

３ 33 円 勢 ペルシュ
ロン 毛 雌 Ｒ２.２.８ エラン ド ネスク

万必 鈴木　義美

２－１ 33 ヒメトラマジック 日輓 鹿毛 雌 Ｈ29.４.20 ナリタボブサップ
メジロルビー ㈱金福畜産

２－１ 34 繁 栄 日輓 鹿毛 雌 Ｈ26.５.11 コトノカツマ
夕宝ヒメ ㈱金福畜産

第34回北海道肉用牛共進会出場権獲得

順　位 部門 名　　号 品種 毛色 性別 生年月日 父・母 出　品　者

最高位 34 アアモンドメガミ 日輓 青毛 雌 Ｈ28.４.６ アローファイター
ハツヒメタカラ

本別町
新津　良明

種馬
の部

肉
用
牛
の
部

順　　位 部 門 名　　号 生年月日 父・母・母の父 出　品　者

最 高 位 25 か な Ｒ６．７．２ 福之鶴・かなこ
勝忠平

足寄町
遠国　和宏

最 高 位
群 出 品

23

い ち え Ｒ５．３．24 北美津久・うめの
梅栄福

十勝池田町
武田　大治

ひ お り Ｒ５．３．11 北美津久・さきな
勝早桜５

十勝池田町
武田　大治

す み れ ２ Ｒ４．４．23 英貞・すみれ
隆之国

十勝池田町
多田　将平
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就
任
就
任
のの
ご
挨
拶

ご
挨
拶

就
任
就
任
のの
ご
挨
拶

ご
挨
拶

常
務
理
事

常
務
理
事

��

林
　
　
　
宏
　
行

林
　
　
　
宏
　
行

代
表
監
事

代
表
監
事

��

遠
　
山
　
昇
　
治

遠
　
山
　
昇
　
治

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
当
組
合

事
業
に
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
六
月
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
七
十
七
回
通
常
総
会
に
お
い
て
理
事
と
し

て
承
認
い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
理
事
会
に
お

い
て
常
務
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
て
、

そ
の
重
責
に
大
変
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成
五
年
に
当
組
合
に

入
組
し
て
以
来
、
様
々
な
部
署
で
の
経
験
を

活
か
し
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
役

員
の
一
員
と
し
て
精
一
杯
業
務
遂
行
に
尽
力

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
長
引
く
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
や
、

緊
迫
が
続
く
中
東
情
勢
な
ど
、
国
際
情
勢
は

混
迷
を
極
め
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ

ン
プ
政
権
に
よ
る
農
畜
産
物
を
含
む
相
互
関

税
の
提
言
な
ど
も
影
響
し
、
円
安
水
準
が
続

き
物
価
高
騰
に
拍
車
を
か
け
、
肥
料
・
飼
料
・

燃
油
価
格
な
ど
の
営
農
物
資
か
ら
日
常
生
活

用
品
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
物
財
が
高
騰
し
て

い
る
こ
と
で
、
過
去
に
な
い
ほ
ど
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
き
ま
し
て
も
、

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
支
え
る

組
合
員
の
皆
様
、
そ
し
て
Ｊ
Ａ
な
ら
び
に

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
結
集
し
、
今
ま
で
以
上

に
農
業
施
策
を
訴
え
、
持
続
可
能
な
農
業

発
展
の
た
め
に
、こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る

べ
く
一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
く
こ
と
が
最

も
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の

健
全
経
営
と
円
滑
な
事
業
運
営
を
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
組
合

員
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
深
い
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
実
り
多

き
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
組
合
員
の

皆
様
と
そ
の
ご
家
族
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
ご

健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

六
月
六
日
開
催
の
第
七
十
七
回
通
常
総

会
に
お
き
ま
し
て
、
監
事
と
し
て
ご
承
認

い
た
だ
き
、
そ
の
後
の
監
事
会
に
お
き
ま

し
て
代
表
監
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
上
音

更
地
区
で
畑
肉
経
営
を
し
て
お
り
ま
す
遠

山
と
申
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
代
表
監
事
と
い
う
そ
の
重
責

に
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で

色
々
な
形
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
少
し
で
も
ご
恩
に
報
い
る
べ

く
、
職
務
に
誠
実
に
向
き
合
い
務
め
て
参

り
ま
す
。
監
事
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
組
合

の
健
全
経
営
に
向
け
、
監
事
会
で
協
力
体

制
を
し
っ
か
り
構
築
し
、
内
部
監
査
室
と

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
監
査
の
充
実
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
い
ま
だ

明
る
い
兆
し
を
見
出
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、

潤
い
の
あ
る
豊
か
な
農
業
経
営
が
出
来

る
よ
う
、
組
合
員
の
皆
様
、
農
協
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と
な
り
、
こ
の
厳

し
い
局
面
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
組
合

員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
で
ご
活
躍
出

来
ま
す
こ
と
と
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
豊

穣
の
秋
が
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念

申
し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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第
５
回
理
事
会

令
和
７
年
６
月
18
日

報
告
事
項

１
．
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

２
．
関
連
会
社
の
財
務
状
況
に
つ

い
て

３
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基

づ
く
業
務
執
行
体
制
の
報
告

に
つ
い
て

４
．
第
59
回
上
士
幌
町
家
畜
品
評

会
入
賞
結
果
に
つ
い
て

５
．
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
利
用
拡
大

に
つ
い
て

議
案
第
１
号

　
　

行
政
庁
に
提
出
す
る
業
務
報

告
書
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　
　

令
和
７
年
度
に
お
け
る
余
裕

金
の
運
用
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
　

種
子
馬
鈴
薯
特
別
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　
　

共
同
計
算
運
営
の
基
本
事
項

に
つ
い
て

議
案
第
５
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

協
議
事
項

１
．
組
織
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施
に
つ
い
て

２
．
Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
役
員
と
町
議

会
議
員
と
の
意
見
交
換
会
に

つ
い
て

３
．
第
44
回
十
勝
農
協
連
海
外
農

業
研
修
視
察
に
つ
い
て

４
．
北
十
勝
農
協
理
事
研
修
会
役

員
の
選
出
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
第
１
・
四
半
期
監
査
報
告
に

つ
い
て

２
．
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

３
．
組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

４
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基

づ
く
経
営
状
況
の
報
告
に
つ

い
て

５
．
営
農
貯
金
の
利
率
に
つ
い
て

６
．
農
家
施
設
資
金
の
利
率
に
つ

い
て

７
．
令
和
７
年
度
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

経
営
戦
略
シ
ー
ト
」
の
策
定

に
つ
い
て

８
．
令
和
７
年
度
農
産
物
作
付
実

測
面
積
に
つ
い
て

９
．
令
和
７
年
度
春
季
主
要
作
物

定
期
生
育
状
況
調
査
結
果
に

つ
い
て

10
．
第
１
・
四
半
期
生
乳
生
産
状

況
に
つ
い
て

11
．
第
54
回
十
勝
総
合
畜
産
共
進

会
（
肉
用
牛
の
部
・
種
馬
の

部
）
入
賞
結
果
に
つ
い
て

12
．
令
和
７
年
度
肥
料
価
格
の
設

定
に
つ
い
て

13
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

14
．
一
番
牧
草
収
穫
作
業
受
委
託

事
業
結
果
に
つ
い
て

議
案
第
１
号

　
　

経
理
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
２
号

　
　

部
門
専
門
委
員
会
要
領
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
　

飼
料
生
産
基
盤
立
脚
型
酪
農
・

肉
用
牛
産
地
支
援
事
業
実
施

要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　
　

組
合
の
業
務
及
び
財
産
の
状

況
に
関
す
る
説
明
資
料
に
つ

い
て

理
事
会
だ
よ
り

行
事
予
定

９
月

２
日　
　
　

和
牛
市
場

８
日　
　
　

乳
牛
市
場

10
日　
　
　

飼
料
定
配

11
日　
　
　

育
成
牛
市
場

18
日　
　
　

Ｆ
１
市
場

９
月
下
旬　

農
業
廃
プ
ラ

24
日　
　
　

乳
牛
市
場

25
日　
　
　

飼
料
定
配

10
月

２
日　
　
　

和
牛
市
場

６
日　
　
　

乳
牛
市
場

９
日　
　
　

育
成
牛
市
場

10
日　
　
　

飼
料
定
配

14
日　
　
　

Ｆ
１
市
場

10
月
下
旬　

農
業
廃
プ
ラ

21
日　
　
　

乳
牛
市
場

24
日　
　
　

飼
料
定
配

29
日　
　
　

馬
市
場

第
６
回
理
事
会

令
和
７
年
７
月
17
日
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Ｊ
Ａ
女
性
部

Ｊ
Ａ
女
性
部

Ｊ
Ａ
女
性
部

Ｊ
Ａ
女
性
部

夏
季
夏
季
研
修
会
開
催

研
修
会
開
催

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
矢
戸
藍
部
長
）

は
七
月
十
八
日
、
金
亀
亭
で
夏

季
研
修
会
を
開
催
し
、
二
十
名

の
部
員
が
参
加
し
た
。

　

矢
戸
部
長
の
挨
拶
で
開
会
し
た
後
、
舟

根
副
部
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
行

わ
れ
た
。
懇
親
会
で
は
美
味
し
い
料
理
を

堪
能
し
、
初
め
て
会
う
部
員
も
い
た
こ
と

か
ら
自
己
紹
介
を
行
っ
た
。
自
己
紹
介
で

は
支
部
、
名
前
、
趣
味
な
ど
を
言
い
合
い
、

終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
会
と
な
っ
た
。
閉

会
挨
拶
を
石
川
副
部
長
が
行
い
、
最
後

は
一
本
締
め
で
閉
会
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
夏
季
研
修
会
は
部
員
間
の
交

流
を
も
っ
と
行
い
た
い
と
い
う
役
員
の

想
い
で
、
計
画
実
行
し
た
。
女
性
部
が

よ
り
一
層
絆
と
輝
き
を
増
し
た
研
修
会

と
な
っ
た
。

矢戸部長挨拶矢戸部長挨拶

乾杯乾杯��

一本締めの様子一本締めの様子 懇親会の様子懇親会の様子
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みなさんお疲れさまでしたみなさんお疲れさまでした

ホクレンスタンド前花壇ホクレンスタンド前花壇

JAJA女性部女性部花壇花壇づくりづくり
✿花を通して心の豊かさを深めよう✿

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
矢
戸
藍
部
長
）
は
、
六
月

九
日
に
ホ
ク
レ
ン
ス
タ
ン
ド
前
の
花
壇
耕
起
、

移
植
作
業
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
晴
天
の
中
で
の
作
業
だ
っ
た
。
花

壇
耕
起
に
は
舟
根
忍
徳
さ
ん
と
猪
狩
裕
平
さ

ん
に
も
手
伝
っ
て
頂
き
手
際
よ
く
作
業
が
進

め
ら
れ
た
。

　

役
員
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
構
成
に
オ
レ
ン
ジ

色
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
色
と
り
ど
り
の

花
約
千
本
が
役
員
に
よ
っ
て
綺
麗
に
植
え
ら

れ
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
画
を
一
つ
一
つ
確
認
し
な
が
ら

順
調
に
作
業
が
進
み
、
花
の
色
を
組
み
合
わ

せ
色
鮮
や
か
な
花
壇
が
完
成
し
た
。

　

こ
の
花
壇
整
備
は
女
性
部
の
重
点
目
標
で

あ
る
農
村
美
化
、
花
に
彩
ら
れ
た
明
る
い
景

観
づ
く
り
、
農
村
な
ら
で
は
の
活
き
活
き
と

し
た
生
活
空
間
を
大
切
に
、
花
を
通
し
て
心

の
豊
か
さ
を
深
め
る
た
め
毎
年
実
施
し
て
お

り
、
町
の
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
事
業
費

の
一
部
助
成
を
受
け
て
い
る
。

　

花
壇
の
草
取
り
、
給
水
等
を
各
支
部
の
当

番
制
に
よ
り
管
理
し
て
い
く
。

耕起作業の様子耕起作業の様子 本所前鉢植え本所前鉢植え

移植作業の様子移植作業の様子



Ｊ Ａ か み し ほ ろ令和７年９月１日 第449号（ ）7

夏季研修会開催夏季研修会開催

すずらん会 ８月例会 「体力測定講習会」
開催

「「チーズケーキチーズケーキ・・ハムづくりハムづくり」」

　ＪＡ女性部すずらん会（大平照子会長）は７

月31日、スポーツセンターにて８月例会を開

催した。

　会員８名が参加し、上士幌町役場生涯学習課

菅原氏を講師に迎え、「体力測定講習会」が行

われた。

　大平会長の挨拶で開会し、菅原氏より３種の

トレーニング器具の使い方について説明を受け、

その後体力測定を行った。

　体力測定は６種目をペアで行い、握力や上体

起こし、開眼片足立ちなどを計測した。それぞ

れのペアから拍手や笑い

声が聞こえてきた。すべ

ての計測が終わり、自身

の測定結果を全国平均と

見合わせ、日々どのよう

な体力づくりを行えば良

いのかを学んだ。

　体力測定講習会終了後

は、一休で昼食をとり、

解散となった。
体力測定の様子体力測定の様子 トレーニング器具の使い方トレーニング器具の使い方

　ＪＡ女性部フレッシュミズ部会（伊藤早紀部会長）は７月８日食品加

工センターで夏季研修会を行った。

　同じ上士幌町で農業を営み家庭を預かっているフレッシュミズの交流

を深めるため開催されており、この日は８名が参加しチーズケーキとハ

ム作りを行った。アイスクリームつくりを行う予

定だったが機械の故障により、急遽役員が講師と

なり２種類のチーズケーキづくりを行った。

　横山副部会長の挨拶から始まり、食品加工セン

ター職員の指導の下、

２班に分かれて手際良

く作業が進められた。

出来上がったチーズケ

ーキとハムは参加者で

分けて解散となった。

フレッシュミズ部会

ハムづくりの様子ハムづくりの様子

チーズケーキづくりの様子チーズケーキづくりの様子
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酪 農 情 報
令和７年度６月　生乳受託販売実績数量

受託
戸数

受託乳量 前年比
乳　代
①

単価
補給金
②

合　　　計
①＋②

単価
前年
との差

上士幌町
戸
57

㎏
10,626,384.0

％
101.4

円
1,225,618,902

円
115.34

円
99,276,993

円
1,324,895,895

円
124.68 4.78

十　勝

管内計
938 111,150,426.2 105.0 12,956,235,379 116.56 1,038,422,867 13,994,658,246 125.91 5.04

全道計 4,184 341,089,335.6 103.8 40,111,995,179 117.60 3,186,627,117 43,298,622,297 126.94 5.15

累計受託乳量

㎏
前年比 単　価

前年
との差

乳脂肪率

％

無脂固形率

％

上士幌町
㎏

32,574,779.0
％

100.0
円

121.4
％

2.0
％

3.904
％

8.878

十　勝 
管内計

338,262,442.9 104.0 122.6 2.1 3.988 8.878

全道計 1,034,049,028.5 102.7 123.7 2.4 4.071 8.872

家畜市場成績
令和７年度　ホクレン十勝肉牛市場消流情報（７.７.３）（７.７.17）

黒毛和種・メス 黒毛和種・去 乳用交雑・メス 乳用交雑・去

出場頭数 頭 392 503 1,464 1,324

成立頭数 頭 388 493 1,427 1,283

売買比率 ％ 99.0 98.0 97.5 96.9

売買金額 円 252,074,900 374,909,700 566,861,900 559,524,900

最高金額 円 825,000 1,008,700 536,800 524,700

最低金額 円 342,100 220,000 110,000 220,000

平均金額 円 649,678 760,466 397,240 436,107

令和７年度　ホクレン十勝地区乳牛市場消流情報（７.７.７）

初妊牛小計 経産牛小計 合　計 上士幌町

出場頭数 頭 679 130 812 59

成立頭数 頭 657 129 789 59

売買比率 ％ 96.8 99.2 97.2 100.0

売買金額 円 404,123,500 59,084,300 464,076,800 36,448,500

最高金額 円 1,243,000 710,600 1,243,000 759,000

最低金額 円 155,100 198,000 149,600 284,900

平均金額 円 615,104 458,018 588,184 617,771
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第
五
十
二
回
バ
ル
ー
ン
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
八
月
一
日
か
ら

三
日
間
の
日
程
で
本
町
航
空
公

園
に
て
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地

か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

　

一
日
目
の
一
日
に
は
Ｊ
Ａ
青

年
部
（
伊
藤
顕
太
郎
部
長
）
に

よ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
展
示
を
行
っ

た
。
来
場
者
は
大
人
も
子
ど
も

も
日
頃
見
た
事
な
い
大
型
農
業

機
械
の
運
転
席
に
座
り
記
念
撮

影
を
行
っ
た
。

第52回

北海道北海道ババルルーーンフェステンフェスティィババルル

　

ま
た
農
畜
産
物
消
費

拡
大
を
目
的
に
Ｊ
Ａ
女

性
部
（
矢
戸
藍
部
長
）

に
よ
る
、
じ
ゃ
が
い
も

と
よ
つ
葉
特
選
北
海
道

牛
乳
の
無
料
提
供
が
行

わ
れ
た
。
用
意
さ
れ
た

じ
ゃ
が
い
も
と
牛
乳
は

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く

な
り
、
大
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
、
訪
れ
た
来

場
者
や
家
族
連
れ
に
喜

ば
れ
た
。

　

多
く
の
来
場
者
に
上

士
幌
町
の
魅
力
を
伝
え

ら
れ
た
だ
ろ
う
。

賑わうバルーン会場賑わうバルーン会場

青年部によるトラクター展示青年部によるトラクター展示

女性部によるじゃがいも無料提供女性部によるじゃがいも無料提供

家
の
光

　

冷
蔵
庫
は
暮
ら
し
を
映
し
出
す
鏡
。

ひ
い
て
は
使
う
人
の
身
体
の
状
態
を

表
す
も
の
で
す
。
冷
蔵
庫
の
容
量
や

使
い
方
を
家
族
構
成
に
応
じ
て
工
夫

す
る
こ
と
で
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
、

家
事
の
効
率
も
ぐ
ん
と
ア
ッ
プ
し
ま

す
。
冷
蔵
庫
を
変
え
れ
ば
、
暮
ら
し

が
変
わ
る
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
よ

り
楽
し
く
豊
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、

食
材
の
む
だ
使
い
は
も
ち
ろ
ん
、
家

事
に
お
け
る
労
力
の
む
だ
使
い
も
防

ぐ
革
命
的
な
冷
蔵
庫
活
用
術
を
紹
介

し
ま
す
。

10
月
号
予
告

暮
ら
し
が
変
わ
る
む
だ
が
減
る

冷
蔵
庫
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
！

　

だ
れ
に
で
も
訪
れ
る
「
老
い
」。

で
も
年
を
と
る
こ
と
は
決
し
て
マ
イ

ナ
ス
な
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
筋
肉
や
脳
が
何
歳
か
ら
で
も
成

長
で
き
る
よ
う
に
、
心
に
も
ま
た
、

若
々
し
さ
を
保
つ
力
が
あ
り
ま
す
。

心
が
元
気
な
ら
、
毎
日
は
も
っ
と
楽

し
く
な
る
は
ず
。
大
切
な
の
は
、
人

と
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。

　

心
を
老
け
さ
せ
な
い
た
め
に
今
日

か
ら
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
様
々

な
世
代
と
つ
な
が
る
場
を
設
け
て
い

る
Ｊ
Ａ
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

９
月
号
の
読
み
ど
こ
ろ

思
い
出
を
支
え
に
今
日
も
楽
し
も
う

つ
な
が
っ
て
老
い
る
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■■■ＪＡ青年部畑作部会■■■

管内視察研修開催管内視察研修開催

北海道農業大学校にて北海道農業大学校にて 視察風景視察風景

　

七
月
八
日
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
畑
作
部

会
（
泉
田
澄
夫
部
会
長
）
は
管
内
視

察
研
修
を
開
催
し
、
部
会
員
七
名
が

出
席
し
た
。

　

当
日
は
本
別
町
に
あ
る
北
海
道
農

業
大
学
校
の
視
察
を
行
い
、
畑
作
園

芸
学
科
主
任
講
師 

和
田
由
紀
夫
氏

よ
り
校
内
の
圃
場
や
生
徒
の
取
り
組

み
内
容
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。
青

年
部
員
は
大
学
内
の
圃
場
を
視
察
し

自
分
た
ち
が
栽
培
し
て
い
な
い
作
物

な
ど
も
含
め
て
視
察
を
行
っ
た
。
大

学
の
取
り
組
み
を
理
解
し
な
が
ら
視

察
出
来
た
こ
と
で
有
意
義
な
視
察
研

修
と
な
っ
た
。
家
業
が
農
家
を
営
ん

で
い
る
生
徒
が
多
く
、
実
際
に
実
家

で
抱
え
て
い
る
課
題
の
解
決
方
法
や

実
家
で
行
っ
て
い
な
い
栽
培
方
法
で

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
部
員
達
も
生
徒
が
考
え
な
が

ら
作
物
を
栽
培
し
て
い
る
圃
場
に
興

味
津
々
と
な
っ
て
い
た
。

　

視
察
研
修
を
終
え
、
泉
田
部
会
長

は
「
今
年
も
無
事
に
視
察
研
修
を
実

施
す
る
事
が
出
来
て
良
か
っ
た
。
農

家
を
志
す
学
生
の
取
り
組
み
や
話
を

聞
い
て
、自
分
達
と
共
通
す
る
点
や
新

し
く
学
べ
た
事
も
多
々
あ
り
、
同
じ

農
業
の
仲
間
と
し
て
未
来
あ
る
農
業

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。」と
話
し
て

い
た
。
今
後
も
当
部
会
で
は
子
ど
も

農
業
体
験
事
業
や
各
種
研
修
会
、
行

事
な
ど
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
く
。
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宮内組合長挨拶宮内組合長挨拶

議長に谷口強太氏議長に谷口強太氏総会の様子総会の様子

第19回

上
士
幌
町
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
有
限
責
任
事
業
組
合
総
会

〜

生産資材店舗前 販売促進会開催生産資材店舗前 販売促進会開催生産資材店舗前 販売促進会開催生産資材店舗前 販売促進会開催

販売促進会の様子販売促進会の様子

　収穫期前の部品展示即売会が８月７日、農協の生産資材店舗前にてメーカー協力のもと開催された。

　電動工具やトアスプレー等多数用意され、お得になった商品や農作業に向けた消耗品を買い揃えて

いた。メーカー販売担当者からの機能説明が行われ、賑わいを見せた展示会となった。

「
ゆ
と
り

ゆ
と
り
」あ
る
経
営
を

　

七
月
十
四
日
、
上
士
幌
町
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
有
限
責
任
事
業
組
合
（
宮

内
公
哉
組
合
長
）
の
第
十
九
回
定

期
総
会
が
農
協
会
議
室
に
て
開
催

さ
れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
宮
内
組
合
長
よ

り
、「
本
町
に
お
け
る
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
事
業
は
年
々
需
要
が
増
え
、

先
取
り
予
約
や
受
付
の
殺
到
に
よ

り
抽
選
、
調
整
等
で
ご
不
便
お
掛

け
し
ま
す
が
、
今
後
も
ご
理
解
と

【
新
役
員
体
制
】

組

合

長　

根　

本　

明　

則

副
組
合
長　

菅　

原　

浩　

希

理　
　

事　

矢　

戸　

宏　

和

〃

　

阿　

部　

友　

和

〃

　

猪　

狩　

大　

補

監　
　

事　

青　

木　

昇　

一

〃

　

谷　

口　

強　

太

ご
協
力
を
頂
け
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
挨
拶
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
高
橋

組
合
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

　

東
居
辺
支
部
の
谷
口
強

太
氏
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、

議
事
・
進
行
を
務
め
、
全

議
案
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。
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　上士幌町農協

コントラクター

事業は６月中旬

の利用者全体会

議を経て６月11

日から６月30日

までの延べ15日

間の日程で一番牧草収穫作業を行った。

　収穫期間中は降雨に見舞われた場面もあったが、

総体的に好天で推移し、作業は利用者、関係機関

の協力もあり、順調に進み、６月中に全作業を終

えることができた。

　収量、品質については、春耕期が曇天に見舞わ

れ生育は平年を下回った状態で推移したが６月以

降の好天により生育は回復し概ね平年並の収量で、

天候にも恵まれ高品質なサイレージの確保が期待

できると見込んでいる。

　作業体制については、４セット体制での作業が行

わ れ、作 業 面 積 は 全 体 で1,826.71ha（ 前 年 度

1,666.46ha）であった。

　今後もコントラクター事業では消化液散布、堆肥

散布、二番牧草収穫、デントコーン収穫、ビート・

大豆収穫等を実施して参りますが、昨今の働き方改

革、天候不順等と取り巻く環境は厳しさを増してお

ります。今後もより作業効率を高め適期作業を行う

ためにも利用

者の事前準備

等、益々のご

理解、ご協力

を賜ります様

宜しく願い申

し上げます。

上士幌町農協コントラクター事業

令和７年度 令和７年度 一番牧草収穫作業実施一番牧草収穫作業実施

モアコンによる刈倒し作業モアコンによる刈倒し作業

自走式ハーベスターによる収穫作業自走式ハーベスターによる収穫作業
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人間ドック受診の
お知らせ
令和７年度人間ドックの検診事業が始まっています。

受診を希望されている方は今一度、ご自身の受診日の確認をよろしくお願い致します。

日頃の成果を発揮して

年金友の会年金友の会 パークゴルフ大会 パークゴルフ大会年金友の会年金友の会 パークゴルフ大会 パークゴルフ大会
　

年
金
友
の
会(

泉
田
耕
作
会
長)

は

六
月
十
九
日
、
高
台
公
園
で
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
を
行
っ
た
。

　

会
員
の
健
康
増
進
と
交
流
を
深
め
る

た
め
同
会
発
足
後
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
は
二
十
一
名
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
の
下
で
の
プ
レ
ー
と
な

っ
た
。

　

十
時
頃
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ
、
泉

田
会
長
よ
り
「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
怪
我
の
な
い
よ
う
存
分
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、

髙
木
専
務
よ
り
祝
辞
を
頂
き
、
ゲ
ー
ム

へ
と
移
っ
た
。

　

各
組
三
～
四
名
で
回
り
、
各
ホ
ー
ル

か
ら
は
真
剣
に
狙
い
を
定
め
て
シ
ョ
ッ

ト
を
放
つ
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

十
一
時
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
次
々
に
ホ

ー
ル
ア
ウ
ト
し
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
ス
コ

ア
の
集
計
と
水
分
補
給
を
し
な
が
ら
、

健
闘
を
讃
え
合
っ
た
。

　

表
彰
式
で
は
男
女
の
上
位
入
賞
者
に

盾
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
、
他
に
も
各

賞
が
発
表
さ
れ
、
名
前
が
呼
ば
れ
る
度

に
仲
間
か
ら
拍
手
喝
采
の
祝
福
を
受
け

て
い
た
。

◦
成
績
発
表
◦

男
性
の
部

　

一
位　

菅　

原　

博　

治

　

二
位　

田　

坂　

静　

男

　

三
位　

下　

村　

幸　

雄

女
性
の
部

　

一
位　

田　

坂　

友　

子

　

二
位　

松　

井　

京　

子

　

三
位　

嶋　

木　

美
津
子

成績上位入賞者成績上位入賞者

泉田会長挨拶泉田会長挨拶

ナイスショットナイスショット��狙いをさだめて狙いをさだめて
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様
々
な
お
皿
や
コ
ッ
プ
な
ど
の
木
の
食

器
の
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

そ
の
後
は
足
寄
の
道
の
駅
に
て
休
憩

し
、
家
族
の
待
つ
住
み
慣
れ
た
上
士
幌

町
へ
の
帰
路
に
つ
き
、
午
後
四
時
頃
に

無
事
、
Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
前
に
到
着
し
た
。

　

来
年
も
多
く
の
会
員
の
ご
参
加
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ホテル大雪にてホテル大雪にて

JA年金友の会JA年金友の会JA年金友の会JA年金友の会
一泊慰安会一泊慰安会開催される開催される

　

上
士
幌
農
協
年
金
友
の
会(

会
員
数

二
百
七
十
名
泉
田
耕
作
会
長)

は
、
七

月
十
七
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
三
十

五
名
の
会
員
の
参
加
に
よ
り
層
雲
峡
温

泉
宿
泊
の
一
泊
慰
安
会
を
開
催
し
た
。

　

十
七
日
の
朝
、
上
士
幌
町
農
協
事
務

所
前
よ
り
大
型
バ
ス
に
乗
り
、
初
日
の

見
学
地
で
あ
る
富
良
野
市
フ
ァ
ー
ム
富

田
に
向
か
っ
て
出
発
し
た
。
曇
空
で
少

し
天
候
に
不
安
が
残
る
中
で
の
出
発
と

な
っ
た
。
道
中
、
道
の
駅
南
ふ
ら
の
で

ト
イ
レ
休
憩
を
取
り
な
が
ら
、
富
良
野

市
に
到
着
し
、
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
富
良

野
に
て
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
の
昼
食
を

取
っ
た
後
、
フ
ァ
ー
ム
富
田
に
到
着
し

た
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
も
見
頃
の
時
期
と
な

っ
て
お
り
大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て

い
た
。
広
大
な
敷
地
一
面
に
広
が
る
ラ

ベ
ン
ダ
ー
や
様
々
な
花
を
見
学
す
る
人
、

お
土
産
を
買
う
人
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

を
食
べ
て
い
る
人
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

続
い
て
美
瑛
町
四
季
彩
の
丘
へ
と
バ
ス

で
移
動
し
た
。
到
着
す
る
と
こ
ち
ら
も

大
勢
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

乗
合
い
バ
ス
で
景
色
を
楽
し
む
人
や
歩

い
て
散
策
す
る
人
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

景
色
を
楽
し
ん
で
い
た
。
フ
ァ
ー
ム
富

田
、
四
季
彩
の
丘
と
も
に
天
候
に
も
恵

ま
れ
見
頃
を
迎
え
た
花
畑
の
絶
景
に
感

銘
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
本
日
の
目
的

地
で
あ
る
層
雲
峡
温
泉
ホ
テ
ル
大
雪
へ

と
バ
ス
を
走
ら
せ
た
。

　

到
着
後
は
、
ゆ
っ
く
り
と
温
泉
に
つ

か
っ
て
長
旅
の
疲
れ
を
癒
し
た
り
、
部

屋
で
休
ん
だ
り
と
宴
会
時
間
ま
で
皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
楽
し
ん
だ
。

　

午
後
六
時
か
ら
は
、
大
広
間
に
お

い
て
宴
会
に
入
り
、
泉
田
耕
作
会
長

の
挨
拶
と
田
中
正
利
副
会
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
宴
会
が
始
ま
り
、
お
い
し

い
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
カ

ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
、
た
く
さ
ん

の
会
員
の
方
々
と
お
酒
を
交
え
た
盛

大
な
宴
会
と
な
っ
た
。
宴
会
の
締
め

は
菅
原
博
治
副
会
長
の
挨
拶
に
て
お

開
き
と
な
っ
た
。

　

二
日
目
は
曇
空
の
中
で
の
出
発
と

な
っ
た
。
バ
ス
で
層
雲
峡
内
を
移
動

し
、
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
場
に
到

着
後
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
込
み
、

上
空
か
ら
見
る
広
大
な
森
林
の
景
色
も

楽
し
み
な
が
ら
五
合
目
山
頂
へ
と
向
か

っ
た
。
五
合
目
へ
到
着
す
る
と
小
雨
が

降
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
っ
た
も
の
の
展

望
台
に
登
る
人
や
、
歩
い
て
山
を
散
策

す
る
人
も
い
て
、
自
然
を
楽
し
ん
で
い

る
姿
が
見
ら
れ
た
。
黒
岳
を
降
り
た
後

は
、
バ
ス
に
て
流
星
の
滝
へ
と
移
動
し

こ
で
製
造
し
て

い
る
地
ビ
ー
ル

を
購
入
す
る

方
々
の
姿
も
見

ら
れ
た
。
そ
の

後
置
戸
町
の
オ

ケ
ク
ラ
フ
ト
セ

ン
タ
ー
工
芸
館

に
到
着
し
、
実

際
に
木
の
コ
ッ

プ
を
手
作
業
で

製
造
し
て
い
る

方
の
見
学
や

た
、
高
所
か
ら
流
れ
て

く
る
豪
快
な
滝
の
前
で

写
真
を
撮
る
人
、
水
の

音
を
聞
き
な
が
ら
川
沿

い
を
散
策
す
る
人
の
姿

も
見
ら
れ
た
。
続
い
て

お
ん
ね
ゆ
温
泉
道
の
駅

で
の
買
物
、
ト
イ
レ
休

憩
を
は
さ
み
昼
食
会
場

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
ビ
ア
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
に
て
昼
食

を
と
っ
た
。
食
事
後
こ

懇親会の様子懇親会の様子大雪山国立公園にて大雪山国立公園にて

四季彩の丘にて四季彩の丘にて



ミルクと一緒にはじめよう
熱中症に負けない元気な体づくり

熱中症予防の基本は、発汗などによる体温調節機能を高めておくこと。運動の直後に牛乳を
飲むと、血液量が増えて血行もよくなり、暑さに強い体づくりにつながります。気温が上がりはじ
める時期から「運動＋牛乳」の習慣を続けて、夏を元気にすごしましょう。

夏を迎える前から、“運動後の牛乳”で熱中症リスクへの備えを
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